
   

 

 

 

 

 

                      

     

                          

                         

                        

 

令和元年 11 月 14 日

近 畿 総 合 通 信 局

和歌山県海南市で臨時災害放送局用設備の設営訓練を実施

～当局の設備を活用した管内初の訓練を実施～ 

臨時災害放送局※1とは、災害発生時に、地域住民へ被害情報、避難情報等を提供するため、

地方公共団体等が臨時かつ一時的に開設するＦＭラジオ放送局です。 

使用する機器については、臨時災害放送局用設備として今年度配備されたものを活用する

もので、この設備を活用した訓練は近畿管内では初めて実施されます。 

 訓練では、実際に放送設備から７６．１ＭＨｚの電波を市役所本庁舎（海南市南赤坂１１

番地）から市内２８カ所の指定避難所向けに電波を発射しラジオの入感状況を確認するほか、

市役所職員による設備の設営訓練を実施します。 

 また、同市役所の下津行政局（海南市下津町丸田 217番地１）から本庁舎向けにＩＣＴユ

ニット※２を活用した情報伝達訓練も併せて実施します。 

 

1.訓練日時  令和元年 11月 17日（日） 13時 30分から 15時 30まで 

2.訓練場所  臨時災害放送局用設備 

和歌山県海南市役所 （市役所５Ｃ会議室及び屋上に設置） 

       ＩＣＴユニット 

          下津行政局 事務室 

3.訓練概要 

 (1) 臨時災害放送局の概要説明 

 (2) 臨時災害放送局用設備の設置実演、設営訓練及び運用訓練 

 (3) 市内指定避難所向けに試験放送を実施し、ラジオで入感状況を把握 

 (4) ＩＣＴユニットを活用した情報伝達訓練 

連絡先：【臨時災害放送局に関して】  

放送部 放送課（岡本、小森） 

電話：  06-6942-8465    

ﾌｧｸｼﾐﾘ：06-6942-7622 

       【ＩＣＴユニットに関して】 

       防災対策推進室（横田、渡辺） 

     電話：  06-6942-8586 

ﾌｧｸｼﾐﾘ：06-6942-1849 

近畿総合通信局（局長：佐々木 祐二）は、 和歌山県海南市（市長：神出 政巳）と合

同で災害発生時に地域住民に対し被害情報、避難情報等を提供するための臨時災害放送局

用設備の設営訓練等を実施します。 



別紙 

※１ 臨時災害放送局 

臨時災害放送局とは、暴風、豪雨、洪水、地震、大規模な火事その他による災害が発生した場合

に、その被害の軽減に役立つよう、被災地の地方公共団体等(災害対策放送を行うのに適した団体)

が開設する臨時かつ一時の目的のためのＦＭ放送局のことです。阪神・淡路大震災の経験等を踏ま

えて平成７年２月に制度化されました(概要については、別添資料１参照)。 

なお、臨時災害放送局の放送番組は「被災地における被災者への支援及び救援活動等の円滑な

実施を確保するために必要な範囲内のもの」と定められています。 
 

                        

※２ ＩＣＴユニット 

ＩＣＴユニットとは、Wi-Fi 基地局、構内交換機及び情報処理サーバー等の機能をアタッシュ

ケース等に搭載し、被災地等に搬入して迅速に通信ネットワークを構築して音声通話及びデータ

通信の環境を提供することが可能な移動式の通信設備です(概要については、別添資料２参照)。 

公衆通信網による電気通信サービスが利用困難となるような災害発生時において、全国の総合

通信局等に配備されているＩＣＴユニットを地方公共団体等に貸与し、必要な通信手段の確保を

支援します。 

なお、当該機器は微弱な電波を使用するため、無線局免許を必要としません。  

 



別添資料１臨時災害放送局の概要

送信部・音声調整装置 アンテナ部

≪臨時災害放送局の概要≫

臨時災害放送局のイメージ

当局の臨時災害放送局用設備



別添資料２ＩＣＴユニットの概要

● 「ICTユニット」（アタッシュケース型）は災害時に迅速に通信ネットワークを応急復旧させることが可能な通信設備。
● 東日本大震災での教訓を踏まえて、総務省がＮＴＴ等に委託して研究開発を実施（Ｈ23～25年度）し、 Ｈ26年11月に実用化。
● 被災地における必要な通信手段の確保及び支援のため、自治体等からの要請に応じて、貸し出しを実施。

＜機器構成＞

（重量：約300g）

（容量：50,000mAh)
（重量：1300g）

バッテリー
(本体、Wi-Fi用)

ユニット本体
（IP電話用構内交換機、
情報処理サーバ）

重量：約７.５kg程度

Wi-Fi アクセス
ポイント

（重量：約100g）

ゲートウェイ
（外線と接続用）

（重量:約500g ）

その他（電源制御回路、接
続ｹｰﾌﾞﾙ)

※ケースに格納

広域の通信
ネットワーク

ＩＣＴユニット

大規模災害等で地上回線
の途絶時には、衛星回線
と接続して利用することも
可能

無線LAN（Wi-Fi）による
通信エリア

＜利用イメージ＞

地上
回線

衛星携帯電話

【ICTユニット（アタッシュケース型）の特徴】

１）普段のスマートフォンやタブレットを活用した音声通話とデータ通信を提供
(直径約100m範囲)

２）衛星回線・インターネット等との接続により、遠隔地との発着信が可能

３）キャリーケースで持運べ、ワンボタンで利用開始が可能
４）搭載バッテリー（50,000mAh）で連続８時間使用可



ICTユニットの特徴
内線通話（発信 着信）が可能

受信発信

普段の電話番号、電話帳が利用可能

普段使っている電話番号のまま発信、受信
が可能です。

ファイルの種類を問わず、IP-PBX内にファイルを
共有・保存ができます。

普段のスマホ等の番号
が自動登録できます。

普段のスマホ等の電話
帳が使えます。

/

アプリを登録していなくても、IP-PBXからダウン
ロードすることができます。

※SIMカードがある場合に限ります

※Androidに限ります。

ファイル共有が可能

○Windowsは、エクスプローラで利用可能です。
○Androidは、ES File Exploler等のフリーウェアで利用可能です。

アプリの簡単なインストール
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